
 

 

 

 

 

                 

 

 

 

新年度を迎えて 
校長  織茂 直樹  

  

お子様のご入学・ご進級おめでとうござい

ます。本日、新たに１年生 76名を迎え、全

校児童数 414名、学級数 13学級で、今年度

の秋津東小学校がスタートしました。 

私は、この４月に校長として着任した織茂
お り も

 

直樹
な お き

と申します。前任の矢部裕之校長先生を

はじめ、歴代の教職員が築いてきた伝統や実

績、そして保護者や地域の皆様の思いや願い

を受け継ぎ、本校の教育の充実のために誠心

誠意、努力してまいりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

さて、新型コロナウィルス感染症が世界中

に広がってから１年以上が経過しましたが、

依然として収束・終息への道のりは見通せず、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊東村山市立小中学校感染症予防ガイドライン

に基づく「学校の新しい生活様式」の実践 

＊一人一台タブレットを活用したオンライン学習 

＊東京ベーシックドリルや東村山市国語・算数ドリル 

を活用した基礎基本の定着、個に応じた学習 

＊全校運動遊びや走ろう会・なわとび週間等 

 の定期的・継続的な体育的活動 

＊けやき教室やカウンセラー・ソーシャルワーカーとの連携 

不安な生活が続いています。しかし、子供た

ちにとって、４月は、新しい先生や友達との

出会いに胸がときめく時であり、今年はこん

なことができるようになりたい、今年こそは

これを頑張りたいと、期待に胸をふくらませ、

決意を新たにする時でもあります。そのよう

な子供たちの思いや願いをしっかりと受け

とめ、感染症対策には細心の注意を払いなが

らも「できること」には積極的に取り組んで、

本校の教育目標の実現に向け、一歩一歩、着

実に教育活動を積み重ねていきます。 

保護者や地域の皆様には、これまで同様の

ご支援とご協力をいただけますよう、よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「あきつひがしスタンダード」による規範 

意識の醸成、基本的生活習慣の確立 

＊東村山市「いのちとこころの教育週間」や 

高齢者・障害者との交流、全生園・ハンセン病 

の学習、人権メッセージへの取組、救命救急講 

習体験等による生命尊重・人権尊重の教育 

＊縦割り班活動による異学年交流 

＊地域との交流、外部人材の活用 

◆ 秋津東小学校 教育目標 ◆ 
 

生命尊重と人権尊重を基調とし、人や環境との豊かなかかわりを通して、生きる力を身 

に付けた、心豊かな児童の育成を目指す。 
 
◎「すすんで学ぶ子」【重点目標】 

・自ら学ぶ意欲を育てるとともに、基礎的・基本的な内容を確実に身に付け、よりよい 

問題解決ができる児童を育てる。 

 ○「思いやりのある子」 

  ・人や自然との豊かなかかわりや体験を通して、思いやりや優しさに満ちた心をもった 

児童を育てる。 

○「元気な子」 

 ・健康な心身と強い意志、たくましい行動力をもった児童を育てる。 

＊ 

「すすんで学ぶ子」を重点目標とし、基礎的・基本的な学習内容を確実に定着させると 

ともに、主体的に学習に取り組む態度や、よく考えて判断し表現していく力を身に付け、 

多様性を尊重し他者と協働しながら、自らの個性や能力を伸ばしていく児童を育てます。 

◇ 新年度の主な教育活動 ◇ 
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東村山市立秋津東小学校 
〒189-0001 東村山市秋津町 4-35-11 

 TEL.042-391-8191 FAX.042-397-5411 

URL http://higashimurayama.ed.jp/e12-akitsuhigashi/ 
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